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平成 24年３月 23日 

 
各      位 
 

会  社  名    ヤマト インターナショナル株式会社 
代 表 者 名   取締役社長    盤 若  智 基 
（コード番号  ８１２７   東証・大証第一部） 
問 合 せ 先   取締役経営企画室長  髙橋  俊輔 
ＴＥＬ       （０３）５４９３－５６２９ 

 
業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績動向を踏まえ、平成 23年 10月 14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
●業績予想の修正について 
 
平成 24年８月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成 23年９月１日～平成 24年２月 29日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 １ 株 当 た り 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  百万円 
12,900 

百万円 
1,210 

百万円 
1,220 

百万円 
680 

円 銭 
31.91 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  12,350 720 750 390 18.30 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）  △550 △490 △470 △290  
増  減  率 （  ％  ）  △4.3 △40.5 △38.5 △42.6  
（参考）前期第２四半期実績 
(平成 23 年８月期第２四半期) 11,925 1,007 1,014 519 24.37 

 
平成 24年８月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23年９月１日～平成 24年８月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 １ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  百万円 
24,500 

百万円 
2,000 

百万円 
2,010 

百万円 
1,100 

円 銭 
51.61 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  23,800 1,400 1,450 750 35.19 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）  △700 △600 △560 △350  
増  減  率 （  ％  ）  △2.9 △30.0 △27.9 △31.8  
（ 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 3 年 ８ 月 期 ） 22,567 1,323 1,366 693 32.54 

 
平成 24年８月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 23年９月１日～平成 24年２月 29日） 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 １ 株 当 た り 
四 半 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  百万円 
12,900 

百万円 
1,210 

百万円 
680 

円 銭 
31.91 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  12,350 750 390 18.30 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）  △550 △460 △290  
増  減  率 （  ％  ）  △4.3 △38.0 △42.6  
（参考）前期第２四半期実績 
(平成 23 年８月期第２四半期) 11,925 997 511 24.02 

 
平成 24年８月期通期個別業績予想数値の修正（平成 23年９月１日～平成 24年８月 31日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 １ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  百万円 
24,500 

百万円 
1,960 

百万円 
1,100 

円 銭 
51.61 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  23,800 1,400 740 34.72 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）  △700 △560 △360  
増  減  率 （  ％  ）  △2.9 △28.6 △32.7  
（ 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 3 年 ８ 月 期 ） 22,567 1,314 675 31.72 
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修正の理由 
１. 連結業績 

当第２四半期累計期間におきましては、東日本大震災の影響による景気の落込みは和らいだものの、天候不順の影響により、
秋冬物衣料及び春物衣料販売の立ち上がりが遅れたため定価販売が減少し、割引販売の増加を余儀なくされました。その結果、
生産コストの上昇や自主管理型売場の新規出店に伴う販売費及び一般管理費の増加を吸収しきれず、売上高及び利益において
当初の予想を下回る見込みとなりました。 
また、通期の連結業績予想につきましても、国内経済の先行きは依然不透明であり、引き続き厳しい経営環境が予想される

ことから、前回の予想を下回る見込みであります。 
 

２. 個別業績 
当第２四半期累計期間及び通期の個別業績予想につきましては、連結業績と同様の状況により、前回の予想を下回る見込み

であります。 
 
（注記） 
 本資料に記載されている修正予想の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前
提に基づいており、実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。 

 
 
 

以 上 


